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第
4
回
定
例
会
を
12
月
12

12
日
か
ら

12

12

13
日
ま
で
の
２

日
間
開
催
し
、
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
、
人
事
案
件

な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
5
人
の
議
員
が
Ｊ
Ｒ
富
良
野
線
維
持
存
続

や
ジ
オ
パ
ー
ク
、
保
育
料
な
ど
に
つ
い
て
の
一
般
質

問
を
行
い
、
町
長
、
教
育
長
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

初
年
度
事
業
費
、
補
正
予
算
に
て
可
決

三浦綾子文学『泥流地帯』

映画化プロジェクト

始動

大
正
15
年
の
十
勝
岳
噴
火
の
被
災
か
ら
復
興
し
た
状
況
を

題
材
と
し
た
、
発
行
部
数
1
0
0
万
部
超
の
『
泥
流
地
帯
』（
昭

和
51
年
）
・『
続
・
泥
流
地
帯
』（
昭
和

51

53
年
）
は
、
旭
川
市
出

身
の
三
浦
綾
子
さ
ん
の
小
説
で
、
北
海
道
新
聞
の
日
曜
版
で

連
載
さ
れ
、
ほ
ぼ
全
編
が
上
富
良
野
町
内
が
舞
台
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
小
説
を
取
り
上
げ
、
地
域
活
性
化
事
業
と
し
て
申
請
、

平
成
29
年
29

11
月
7
日
付
で
内
閣
府
第

29

11

45
回
地
方
再
生
計
画
に

認
定
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

質

疑

「
泥
流
地
帯
」
の
映
画
化
に
関
し
て
、
総
事
業
費
の

8
千
8
0
0
万
円
を
全
て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

ま
か
な
う
の
か
。
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
も
あ
り
得
る
の

で
は
な
い
か
。

ま
た
、
将
来
的
に
観
光
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
ロ
ケ

セ
ッ
ト
な
ど
を
残
す
と
し
て
い
る
が
、
相
当
な
費
用
負
担

が
か
か
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
。

問問問

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
企
業
に
Ｐ
Ｒ
し
て
財
源
確
保
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
他
の
財
源
や
一
般
財
源
を
充
て
る
こ

と
も
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ロ
ケ
セ
ッ
ト
な
ど
の
維
持
費
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
成
り
立
つ
よ
う
に
仕
掛
け
を
し
て
い
き
、
そ
の
コ
ス
ト

に
見
合
う
誘
客
へ
と
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

答答答

『泥流地帯』、『続・泥流地帯』映画化プロジェクトのパンフレット

税
」
の
寄
附
金
活
用
が
可
能
と
な
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た

企
業
は
、
税
負
担
の
軽
減
効
果
が
2
倍
に
な
る
ほ
か
、
社
会

貢
献
に
伴
う
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

事
業
予
定
期
間
は
、
平
成
29
年
29

11
月
か
ら
平
成

29

11

32
年
3
月

31
日
ま
で
で
、
総
事
業
費
（
ロ
ケ
支
援
予
定
費
用
）
は
8
千

8
0
0
万
円
で
す
。

初
年
度
の
事
業
費
内
訳
は
、
映
画
化
の
決
定
（
条
件
整
備
）

に
係
る
費
用
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
及
び
体
制
の
運

営
に
15
万
円
、
公
共
的
施
設
へ
文
庫
本
の
配
本
に

15

33
万
円
、

読
書
感
想
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
12
万
円
、
講
演
会
開
催
に

12

10
万

円
の
合
計
70
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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補
正
予
算

国
・
道
の
交
付
税
・
負
担
金
・
補
助
金
等
の
確
定
、
ま

た
寄
附
金
の
増
額
に
伴
う
増
額
補
正
、
地
方
再
生
計
画

認
定
に
伴
う
「
泥
流
地
帯
」
映
画
化
推
進
初
年
度
負
担
金
、

観
光
諸
行
事
負
担
金
（
北
の
大
文
字
イ
ベ
ン
ト
実
施
）
や

防
災
情
報
機
器
、
救
助
活
動
用
機
材
等
備
品
購
入
費
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
費
、
教
育
・
保
育
給
付
費
に
係

る
費
用
な
ど
3
千
2
0
9
万
9
千
円
を
増
額
補
正
し
、

総
額
66
億
5
0
3
万
3
千
円
と
す
る
補
正
予
算
を
可
決

し
ま
し
た
。

一一
般
会
計
の
補
正
予
算
を
可

一
般
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決決

■ 12 月 補 正 予 算 の 状 況 ■

総 予 算 額補 正 額会 計 名

66億503万3千円3209万9千円一 般 会 計

15億8627万8千円95万3千円国 民 健 康 保 険

特

別

会

計

１億3588万５千円△124万5千円後 期 高 齢 者 医 療

９億4045万7千円△381万3千円介 護 保 険

3億7万9千円1万5千円ラベンダーハイツ事業

6447万2千円△32万5千円簡 易 水 道 事 業

４億1131万6千円△2253万2千円公 共 下 水 道 事 業

1億7230万2千円※0円収益的支出
水道事業

企

業

会

計

1億2732万9千円―資本的支出

９億729万円―収益的支出
病院事業

4777万8千円1780万５千円資本的支出

各
特
別
会
計
の
交
付
金
及
び
事
業
費
等
確
定
、
寄
附

金
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ

イ
ツ
事
業
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計
は
増
額
し
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
負

担
金
等
の
確
定
、
精
査
に
伴
い
減
額
す
る
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。

各
特
別
会
計
及
び
企
業
会

各
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計計

補
正
予
算
を
可

補
正
予
算
を
可
決決

条

例

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
議
会
議
員
の
報
酬
の
見

直
し
に
関
し
、
5
月
15
日
付
で
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

に
諮
問
し
、
6
月
16
日
に
答
申
の
あ
っ
た
内
容
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
に
応
じ
て
月
額
給
与
、
月
額
報
酬
及

び
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
条
例
の
改
正
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
施
行
は
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
で
す
。

特特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
るる

条
例
の
一
部
を
改

条
例
の
一
部
を
改
正正

平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
始
ま
る
新
た
な
国
民
健
康

保
険
制
度
に
お
い
て
、
道
と
市
町
村
が
一
体
と
な
り
事

務
の
広
域
化
や
効
率
化
を
市
町
村
が
推
進
で
き
る
よ
う
、

国
保
の
運
営
に
関
す
る
統
一
的
な
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。平

成
30
年
改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
葬
祭
費
の
支
給
額
に
つ
い
て
全
道
で
3
万
円
に

統
一
さ
れ
る
こ
と
か
ら
条
例
の
改
正
が
提
案
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
施
行
は
平
成
30
年
4
月

1
日
か
ら
で
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正正

※水道事業会計の収益的支出は予算の組み替えのため、補正額は０円です。

東
中
会
館
の
改
修
整
備
の
終
了
に
伴
い
、
東
中
地
区

に
あ
る
東
中
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
普
通

財
産
と
し
て
管
理
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
公
布
の
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

上
富
良
野
町
多
世
代
交
流
セ
ン
タ

上
富
良
野
町
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ーー

条
例
の
一
部
を
改

条
例
の
一
部
を
改
正正

増 額改 正 後役 職

3万円75万円町 長特

別

職

1万２千円61万２千円副 町 長

2万1千円57万6千円教 育 長

０円２７万５千円議 長

議

会

議

員

４千円20万９千円副 議 長

４千円18万9千円常任委員長

４千円18万9千円議会運営委員長

９千円17万9千円議 員

年間0.50月年間4.00月期 末 手 当

改 正 内 容

距



かみふらの議会だより第97号 鋸

12月

定例会

第
5
回
臨
時
会
（
10
月
10

27
日
開
催
）

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

第
４８
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
執
行
に
伴
う
執
行
経

費
の
確
定
に
伴
い
、
既
決
予
算
総
額
６５
億
６
千
６
９
３

万
４
千
円
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
０
０
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
６５
億
７
千
２
９
３
万
４
千
円
と
す
る
補

正
予
算
の
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
費
者
の
町
内
で
の
購
買
意
欲
の
喚
起
、
消

費
購
買
力
の
町
外
流
出
の
食
い
止
め
な
ど
に
よ
る
売

上
上
昇
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
補
助
費
１

千
４
０
０
万
円
と
、
第
２３
回
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス

ト
出
場
に
係
る
事
業
費
１
７
６
万
６
千
円
を
増
額
し
、

予
備
費
で
そ
の
額
を
減
額
す
る
既
決
予
算
総
額
６５
億

７
千
２
９
３
万
４
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可

決
し
ま
し
た
。

平
成
２９
年
富
良
野
広
域
連
合
議
会
第
２
回
定
例
会

が
、
１０
月
１０

１６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
案
１
件
、
人
事
案
１
件
、
条
例
案
２
件
、

認
定
１
件
（
平
成
２８
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
）、
報

告
４
件
が
、
原
案
通
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委
員
に
は
、
森
田

智
恵
子
氏
（
占
冠
村
教
育
委
員
会
委
員
）
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

富
良
野
広
域
連
合
議
会
第
2
回
定
例
会

蛎

各

劃

廓

鈎

鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

人

事

第
5
回
臨
時
会
（
10
月
10

27
日
開
催
）
に
お

い
て
、
副
町
長
に
石
田
昭
彦
さ
ん
を
選
任
す

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
同
意
し

ま
し
た
。

任
期
は
平
成
29
年
29

１１
月
１
日
か
ら
で
す
。

石田 昭彦さん（新）

本町4丁目

見
晴
台
公
園
は
観
光
客
等
の
町
外
利
用
者
が
、
旅
行

等
の
目
的
を
完
結
す
る
機
能
配
置
を
避
け
る
た
め
、
常

設
売
店
の
設
置
な
ど
収
益
性
の
高
い
事
業
の
実
施
を
公

園
運
営
の
あ
り
方
と
し
て
制
限
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
、
観
光
な
ど
地
域
情
報
の
収
集
や
提
供
に
精
通
し
て

い
る
こ
と
、
公
共
団
体
と
し
て
運
営
実
績
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
11
年
間
指
定
管
理
者
と
し
て
見
晴
台
公
園
の
運
営

管
理
を
適
正
に
行
っ
た
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

指
定
管
理
者
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
か
み
ふ
ら
の
十

勝
岳
観
光
協
会
を
指
定
す
る
議
案
を
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

見
晴
台
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指

見
晴
台
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定定

指
定
管
理

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
に
座
間
雪
子
さ
ん
を
推
薦
す
る
議

案
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
適
任
と
答
申

し
ま
し
た
。

座間 雪子さん（新）

新町3丁目

見晴台公園の情報ステーション



10
項
目
の
審
査
意
見
を
付
し
ま
し
た

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印

かみふらの議会だより第97号漁

決算特別委員会

蛎

各

劃

廓

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

●
○
議
会
懇
談
会
の
ご
案
内
○
●

議
会
の
活
動
や
行
政
の
動
き
を
広
く
知
っ
て
も
ら

い
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
議

会
懇
談
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

ど
の
会
場
で
も
同
一
内
容
で
実
施
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ「

町
の
将
来
を
語
ろ
う
」

開
催
日

2
月
14
日
（
水
）

13
時
13

30
分
～

東
中
会
館

江
花
会
館

18
時
18

30
分
～

か
み
ん

昨年度の議会懇談会の様子

平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成2222222222222288888888888888年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算をををををををををををををを認認認認認認認認認認認認認認平成28年度決算を認定定定定定定定定定定定定定定定!!!!!!!!!!!!!!!

平成２9年１０月4日・5日・6日の３日間、議長と議会

選出の監査委員を除く１２名で決算特別委員会（村上和子

委員長）を開会し、平成２8年度の一般会計、国民健康保

険特別会計ほか５件の特別会計、病院・水道の企業会計の

決算を審議しました。

分科会に分かれて全会計の歳入・歳出伝票の検査、歳

入・歳出に関する質疑などを行い、町長に一般会計8項目、

特別会計1項目、企業会計１項目の意見を付し、第４回定

例会で認定しました。

一
般
会
計
（
8
項
目
）

定
住
・
移
住

人
口
減
少
抑
制
の
た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
し
、

お
試
し
暮
ら
し
住
宅
等
の
改
善
を
図
り
、
更
に
積
極

的
な
取
り
組
み
を
。

公
共
施
設
の
光
熱
費

削
減
の
た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
の
積
極
的
な
エ
コ
対

策
を
。

廃
校
後
の
校
舎

有
効
活
用
と
、
適
切
な
管
理
を
。

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

更
な
る
内
容
の
充
実
を
。

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用

利
用
者
の
減
少
が
見
受
け
ら
れ
る
。
住
民
の
健
康

増
進
を
図
る
た
め
、
利
用
者
増
に
向
け
た
積
極
的
な

取
り
組
み
を
。

観
光
客
誘
致

交
流
人
口
増
加
の
た
め
、
地
域
特
産
品
の
開
発
等

に
よ
る
努
力
を
。

が
ん
検
診

受
診
率
向
上
の
た
め
、
更
な
る
対
策
を
。

各
種
補
助
事
業
等
の
作
業
従
事
者

保
険
加
入
に
努
め
ら
れ
た
い
。

病
院
事
業
会
計
（
1
項
目
）

町
全
体
の
医
療
及
び
福
祉
の
将
来
像
に
つ
い
て
、

施
設
含
め
早
急
な
対
応
を
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
特
別
会
計
（
１
項
目
）

選
ば
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
と
、
施
設
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ら
れ
た
い
。

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告
の
後
、
テ
ー
マ
を
元
に

議
員
と
参
加
町
民
の
方
々
と
の
懇
談
を
行
い
ま
す
。



かみふらの議会だより第97号

一般

質問

禦

55名の議員が町5名の議員が町政政を問うを問う

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般 質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質一 般 質 問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

一般質問とは、定一般質問とは、定例例会会において議員が住民の声や自身において議員が住民の声や自身のの考えなどをもとに、町の考えなどをもとに、町の行財政行財政全全般般

にわたって執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求めるものですにわたって執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。。

議会だよりではス議会だよりではスペペーースの都合上、質問と答弁を要約して掲載していますスの都合上、質問と答弁を要約して掲載しています。。

詳細は後日、行政詳細は後日、行政ホホーームページに掲載しますムページに掲載します。。

議場では臨場感の議場では臨場感のああるるやり取りを傍聴することができます。ぜひ、やり取りを傍聴することができます。ぜひ、議議場へお越しください。場へお越しください。

質 問 事 項質問議員ページ

① 単独維持困難路線と言われるＪＲ富良野線のわが町における今後の

あり方について

② わが町の社会福祉推進の要である民生委員・児童委員のあり方等に

ついて

髙松 克年 議員7

① 元気高齢者づくりとボランティア活動に参加しやすい仕組みづくりを

② 日本ジオパーク新規認定に向けての今後の取り組みは
村上 和子 議員8

① 町道の維持管理について

② ゴミ処理場等の水質検査について

③ ＴＰＰ対策について町の基本的考えは

中瀬 実 議員9

① 保育料の負担軽減について

② 社会教育総合センタートイレの改修について

③ 十勝岳ジオパーク認定の取り組みについて

④ 予約型乗合タクシーについて

⑤ 障がい者の就労支援事業について

⑥ スクールバスの運行について

米沢 義英 議員10

① 十勝岳ジオパーク構想について

② 人口減対策の具体的取り組みとその成果について
荒生 博一 議員11



かみふらの議会だより第97号

一般質問

魚

―髙松 克年議員―

ＪＲ富良野線は今後どのように

ＪＲ富良野線連絡会議主体で協議を続ける
（町長）

交

通

髙
松
議
員

Ｊ
Ｒ
富
良
野

線
連
絡
会
議
の
協
議
内
容

と
町
の
対
応
に
つ
い
て
。

向
山
町
長

住
民
と
観
光

客
の
鉄
道
利
用
促
進
を
中

心
に
利
用
者
に
実
態
調
査
、

誘
客
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

町
は
広
報
誌
に
よ
り
利

用
促
進
を
促
し
、
北
海
道
、

北
海
道
町
村
会
、
上
川
地
方

総
合
開
発
期
成
会
と
沿
線

自
治
体
と
共
に
、
協
力
連
携

を
つ
づ
け
て
い
く
。

髙
松
議
員

Ｊ
Ｒ
富
良
野

線
が
内
外
の
旅
行
者
の
入

り
込
み
に
果
た
し
て
い
る

役
割
、
評
価
に
つ
い
て
。

向
山
町
長

内
外
の
旅
行

者
に
は
、
鉄
道
網
の
移
動
手

段
は
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
４
割
の
観
光
旅
行
者

の
鉄
道
利
用
、
そ
の
数
の
持

つ
必
要
性
は
変
わ
ら
な
い
。

髙
松
議
員

高
齢
化
社
会

の
中
で
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
期
待
と

役
割
が
あ
る
と
思
う
が
、
路

線
確
保
、
維
持
に
つ
い
て
。

向
山
町
長

鉄
路
の
重
要

性
を
認
め
、
沿
線
自
治
体
と

共
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。重要な足であるＪＲ富良野線

福
祉
社
会
中
軸
の
民
生
委
員
を
ど
う
考
え
る
か

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
の

重
要
性
を
認
め
る
（
町
長
）

福 祉
髙
松
議
員

高
齢
化
社
会

の
中
で
、
福
祉
の
推
進
に
貢

献
す
る
民
生
児
童
委
員
の

意
義
に
つ
い
て
。

向
山
町
長

少
子
高
齢
化

に
伴
い
、
核
家
族
や
高
齢
者

世
帯
、
生
活
弱
者
が
増
加
し

て
い
る
。

そ
の
中
で
、
高
齢
者
実
態

調
査
、
介
護
相
談
、
生
活
支

援
、
子
ど
も
達
へ
の
声
か
け

等
、
福
祉
活
動
も
多
岐
に
わ

た
り
、
行
政
や
関
係
機
関
と

の
パ
イ
プ
役
も
担
っ
て
い

る
極
め
て
大
切
な
役
割
と

理
解
し
て
い
る
。

髙
松
議
員

選
任
方
法
に

課
題
は
な
い
か
。

向
山
町
長

改
選
時
に
退

任
者
の
い
る
地
区
の
住
民

会
で
推
薦
を
い
た
だ
き
選

任
し
て
お
り
、
課
題
は
な
い
。

髙
松
議
員

地
域
で
推
薦

す
る
際
、
簡
単
に
選
出
し
て

い
る
訳
で
は
な
い
。
担
当

者
が
同
行
す
べ
き
で
は
。

向
山
町
長

お
声
を
掛
け

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
同
行
さ

せ
た
い
。

髙
松
議
員

少
子
高
齢
化

や
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困

等
、
多
様
な
問
題
が
あ
る
が
、

委
員
の
人
数
は
十
分
か
。

向
山
町
長

国
の
基
準
で

町
村
は
、
７０
世
帯
か
ら
２
０

０
世
帯
に
１
人
で
あ
り
、
定

数
を
３４
名
と
し
て
い
る
。

民
生
委
員
協
議
会
で
検
討

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

が
、
地
区
別
の
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

髙
松
議
員

職
務
が
多
様

で
複
雑
化
し
、
活
動
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
が
活
動
費

は
十
分
と
思
う
か
。

向
山
町
長

管
内
の
平
均

水
準
に
あ
り
、
活
動
に
支
障

が
な
い
よ
う
検
証
し
た
い
。民生委員の働きを伝える町広報と資料



かみふらの議会だより第 97号

一般

質問

亨

―村上 和子議員―

村
上
議
員

第
６
次
総
合

計
画
策
定
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
70
歳
以

上
の
方
の
町
の
愛
着
度
は

84
.
7
%
、
健
康
推
進
の
取

り
組
み
し
て
い
る
方
は
81

.
3
%
と
高
い
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
し
て
い
る
方

は
37
.
5
%
と
低
い
。

北
海
道
で
は
退
職
者
が

シ
ニ
ア
バ
ン
ク
に
登
録
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

元気高齢者のボランティア参加への仕組みを

社会福祉協議会ボランティアセンターの
強化を図る（町長）

こ
れ
を
市
町
村
に
置
き
換

え
て
本
町
に
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

向
山
町
長

大
変
有
意
義

な
制
度
と
理
解
す
る
が
、
当

町
に
お
い
て
は
シ
ニ
ア
バ

ン
ク
の
設
置
は
難
し
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機

能
ア
ッ
プ
に
行
政
も
積
極

的
に
関
わ
り
、
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

福

祉

第６次総合計画のための町民アンケート内の高齢者の数値

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て
の

今
後
の
取
り
組
み
は

再
申
請
は
再
来
年
、
両
町
で
引
き
続
き

認
定
に
向
け
て
取
り
組
む
（
町
長
）

ジ オ
村
上
議
員

残
念
な
が
ら

認
定
見
送
り
と
な
っ
た
が
、

担
当
課
も
あ
ら
ゆ
る
方
法

で
取
り
組
み
、
町
民
も
理
解

を
深
め
て
き
た
。

指
摘
の
項
目
は
、
事
務
局

が
美
瑛
町
と
上
富
良
野
町

に
分
か
れ
、
持
続
可
能
な
体

制
に
な
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
美
瑛
町

と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保

ち
な
が
ら
、
認
定
に
こ
ぎ
つ

け
る
の
か
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

向
山
町
長

指
摘
事
項
を

受
け
止
め
、
引
き
続
き
美
瑛

町
と
共
に
、
極
力
早
期
の
認

定
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
み

の
充
実
を
図
る
。

村
上
議
員

一
体
的
な
推

進
の
強
化
と
し
て
、
共
通
の

専
門
員
の
設
置
や
予
算
の

増
額
、
早
期
認
定
と
は
い
つ

頃
で
あ
る
の
か
。

向
山
町
長

ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
委
員
会
と
思
い
が

共
有
で
き
る
専
門
員
の
配

置
を
し
て
い
き
た
い
。

当
然
予
算
が
伴
う
が
、
来

年
早
々
の
再
申
請
は
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。
全
国
43
か

所
で
認
定
さ
れ
、
自
治
体
を

ま
た
が
っ
て
の
ジ
オ
パ
ー

ク
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
実
例
を
参

考
に
し
、
再
来
年
に
再
申
請

で
き
る
よ
う
、
美
瑛
町
と
引

き
続
き
認
定
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

十勝岳ジオパーク認定に向けての取り組み状況



かみふらの議会だより第97号

一般質問

享

―中瀬 実議員―

デリネーターの取扱いについて

可能な予算の範囲内で維持していく（町長）

道

路

中

瀬

議

員

デ

リ

ネ

ー

タ
ー
は
通
行
上
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、

当
然
町
の
管
理
、
責
任
の
も

と
、
適
切
に
維
持
、
管
理
す

る
の
が
基
本
で
あ
る
。

今
後
に
お
い
て
、
予
算
の

面
も
あ
り
一
遍
に
そ
れ
ら

を
解
決
す
る
の
は
難
し
い

と
思
う
が
、
ど
の
く
ら
い
の

年
度
を
め
ど
に
補
修
、
改
修

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

向
山
町
長

少
し
ず
つ
で

も
補
修
、
改
修
し
て
本
来
の

形
に
復
旧
し
て
い
く
。

直
す
一
方
で
、
破
損
し
て

い
く
と
こ
ろ
が
出
て
く
る

る
た
め
、
こ
の
こ
と
は
残
念

な
が
ら
エ
ン
ド
レ
ス
だ
と

思
っ
て
い
る
。

エ
ン
ド
レ
ス
な
も
の
で

あ
ろ
う
と
、
そ
う
い
う
中
で

一
定
程
度
の
予
算
、
箇
所
数
、

重
要
度
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
必

要
な
部
分
を
可
能
な
予
算

の
範
囲
内
で
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。

破損状態のデリネーター

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
に
よ
る
町
の
対
策
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て
適
切
に
対
応
を
図
る

（
町
長
）

農 業
中
瀬
議
員

米
国
抜
き
の

１１
か
国
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

大
筋
合
意
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
で
、
食
糧
基
地
北

海
道
の
各
町
村
現
場
に
不

安
が
広
が
っ
て
い
る
。
わ

が
町
で
も
影
響
は
多
大
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
影
響
を
最
小

限
に
し
、
農
家
の
不
安
を
解

消
す
る
た
め
に
、
町
と
し
て

で
き
る
対
策
を
想
定
し
て

い
る
か
。

向
山
町
長

平
成
29
年
29

１１

月
、
米
国
抜
き
で
大
筋
合
意

が
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
協
定
内
容
の
見
直
し

や
加
え
て
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の

こ
と
も
あ
り
、
い
ま
だ
具
体

的
な
協
定
の
中
身
も
不
透

明
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
そ

の
も
の
が
、
本
町
の
農
畜
産

物
へ
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
と
し

て
は
、
国
や
北
海
道
の
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
第

７
次
農
業
振
興
計
画
の
確

実
な
実
現
を
図
る
た
め
、
農

業
・
農
村
振
興
実
践
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き

各
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、
地
域
農
業
に
対
す

る
影
響
が
見
込
ま
れ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
情
報
収
集

に
努
め
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
適
切
に
対
応
を

図
っ
て
い
く
。

ＴＰＰ大筋合意で広がる不安



かみふらの議会だより第 97号 京

一般

質問

―米沢 義英議員―

米
沢
議
員

６
月
の
議
会

で
は
、
北
海
道
が
実
施
す
る

３
歳
未
満
児
を
対
象
に
、
第

２
子
以
降
の
保
育
料
を
無

償
化
に
す
る
事
業
を
活
用

し
、
保
育
料
の
負
担
軽
減
を

実
施
す
る
よ
う
求
め
て
き

た
。
ど
の
よ
う
に
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

向
山
町
長

北
海
道
は
、
保

育
所
を
利
用
す
る
第
２
子

以
降
の
３
歳
未
満
児
の
保

育
料
を
無
償
化
に
す
る
、

「
多
子
世
帯
の
保
育
料
軽
減

支
援
事
業
」
を
創
設
し
た
。

３歳未満児の保育料の無償化を

保育料の負担軽減を検討したい（町長）

町
も
、
本
制
度
に
つ
い
て

は
、
少
子
化
対
策
、
子
育
て

世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
軽

減
に
寄
与
す
る
施
策
と
理

解
し
て
い
る
た
め
、
認
定
こ

ど
も
園
や
認
可
保
育
所
の

受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
き
た
。

各
事
業
者
と
意
見
交
換

を
行
っ
た
結
果
、
平
成
３０
年

度
よ
り
北
海
道
の
多
子
世

帯
の
保
育
料
軽
減
支
援
事

業
に
準
じ
て
、
保
育
料
の
負

担
軽
減
を
実
施
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

子

育

て

保育料軽減に関する資料

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
改
修
を

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
向
け
早
期
に
対
応
し
た
い

（
教
育
長
）

施 設
米
沢
議
員

社
会
教
育
総

合
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
か

ら
、
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
ト

イ
レ
に
改
修
を
望
む
声
が

出
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

服
部
教
育
長

社
会
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ

の
現
状
に
つ
い
て
は
、
昭
和

６２
年
の
開
設
時
か
ら
、
ラ
ウ

ン

ジ
側
ト
イ

レ
及

び
ア

リ
ー
ナ
側
ト
イ
レ
の
男
女

そ
れ
ぞ
れ
１
か
所
と
多
目

的
ト
イ
レ
に
洋
式
ト
イ
レ

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
２
階
の
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
未
整
備
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
２７
年
度
に
男
女

各
１
か
所
、
洋
式
化
の
改
修

を
実
施
し
た
。

各
種
大
会
、
団
体
利
用
な

ど
、
利
用
者
が
多
い
時
に
は
、

洋
式
ト
イ
レ
が
混
雑
す
る

こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
の
必
要
性
は
強
く
認
識

し
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
対
応
す
る
よ
う
考
え

て
い
る
。

早期の改修が望まれる社教センターのトイレ



かみふらの議会だより第97号供

一般質問

―荒生 博一議員―

今後の取り組みに対する町長の考えは

引き続き認定を目指し活動を継続していく
（町長）

ジ

オ

荒
生
議
員

今
回
の
審
査

結
果
後
、
広
報
10
月
号
の
掲

載
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
表
が
な
さ
れ
た
だ
け
で
、

こ
れ
か
ら
の
思
い
な
ど
は

一
切
発
信
さ
れ
て
い
な
い
。

多
額
の
予
算
を
必
要
と

す
る
か
ら
に
は
、
よ
り
多
く

の
町
民
の
方
々
の
理
解
や

協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
、
今
後
の
取

り
組
み
に
対
す
る
町
長
の

お
考
え
は
。

向
山
町
長

審
査
結
果
を

受
け
た
後
、
美
瑛
町
長
と
私

と
で
、
引
き
続
き
認
定
を
目

指
し
、
活
動
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

今
後
、
近
々
予
定
を
し
て

い
る
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
臨
時
総
会
に

お
い
て
、
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
協
議
が

行
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
今
後
の
進
め
方

等
の
内
容
や
町
と
し
て
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
速

や
か
に
町
民
の
方
々
へ
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

日本ジオパーク全国大会の様子

交
流
人
口
増
に
向
け
た
観
光
振
興
策
の

取
り
組
み
は

地
域
再
生
事
業
を
活
用
し

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
（
町
長
）

観 光
荒
生
議
員

観
光
振
興
計

画
に
お
け
る
観
光
客
入
り

込
み
数
の
目
標
に
対
し
、
交

流
人
口
で
あ
る
宿
泊
、
日
帰

り
客
の
実
際
の
数
値
は
目

標
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い

る
。
目
標
達
成
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

向
山
町
長

大
型
観
光
施

設
の
撤
退
等
も
あ
り
、
観
光

入
り
込
み
数
が
伸
び
な
い

要
因
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の

影
響
も
含
め
、
一
定
の
分
析

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

富
良
野
圏
域
全
体
を
見
て

も
入
り
込
み
数
が
や
や
頭

打
ち
の
状
態
に
あ
り
、
本
町

は
も
と
よ
り
、
圏
域
全
体
と

し
て
も
新
た
な
魅
力
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

判
断
し
て
い
る
。

私
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
や
、
地
域
内
で
上
富

良
野
が
埋
没
し
て
い
る
の

で
は
、
と
の
閉
塞
感
を
解
消

し
、
新
鮮
な
町
の
魅
力
づ
く

り
や
誘
客
に
つ
な
が
る
よ

う
な
具
体
的
な
取
り
組
み

が
重
要
と
捉
え
、
こ
の
た
び

国
の
地
域
再
生
事
業
を
2

本
柱
（
１
本
目
は
、
十
勝
岳

を
利
用
し
た
観
光
振
興
に

結
び
つ
く
、
あ
る
い
は
産
業

振
興
に
結
び
つ
く
事
業
展

開
、
2
本
目
は
、
映
画
づ
く

り
を
通
し
た
地
域
振
興
）
で

行
い
、
活
用
す
る
中
で
、
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

地域再生計画資料
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追跡

侠

蛎

各

劃

廓

鈎

鈎
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嚇
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嚇

あ
の
質

あ
の
質
問問

「「
ど
う
な
っ
た
の

ど
う
な
っ
た
の
？？
」」

農農業者の人手不足対農業者の人手不足対策策
過
去
の
定
例
会
で
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
等
で
の
提
言
は
、
そ
の
後
の
町
政
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
の
経
過
を
追
跡
し
ま
し
た
。

農業振興計画を着実に推進していく上で多岐にわたる課題があるが、その中で、

経営面積の増による人手不足に対して、どのような対策を考えているのか。

後継者対策として研修機会の拡大、支援対策の拡充、新規就農支援に取り組ん

でいる。担い手への支援策として、作業の効率化と省力化を図るため、ＴＭＲや

コントラクターの導入を検討している。これらの事業で人手不足を解消していく。

現在、町・ＪＡ・農業者と人手不足解決に向けてＴＭＲやコントラクターの導

入の可能性について打ち合わせを行っている。導入にあたっては、利用者の見込

みや運営負担等について解決しなければならない課題等の整理が必要であり、今

後も継続して協議を進めていく。

保保健福祉課の総合窓口の設置と表示の改保健福祉課の総合窓口の設置と表示の改善善

保健福祉分野を一か所で相談、支援できる総合窓口の設置を。また、保健福祉課の表示看板を分かりやすく

理解しやすいように改善をすすめてほしい。

わかりやすく改善された「かみん」の窓口表示

総合窓口の設置は、現在でも十分に保健福祉課全体が

総合窓口機能を果たしていると理解している。表示のあ

り方は、工夫や改善の余地があると思うので、改善内容

について検討する。

一般質問を受けたあと、直ちに平成２９年１月から保

健福祉総合センター内の表示について分かりやすく、見

やすいよう（参考：写真）に改めた。窓口の対応も、来

訪者に対し職員の方から声をかけるなど、より親切丁寧

に対応するよう心がけている。

→

→

→

→

質質質 問問

答答答 弁弁

そそそのの後後

質質質 問問

答答答 弁弁

そそそのの後後

『ＴＭＲとコントラクター』ってな～に？

・ＴＭＲ：TotalMixedRationの頭文字で「混合飼料」、「完全飼料」と呼ばれ、栄養を考えな

がら牛に粗飼料と濃厚飼料を混ぜ合わせ、“えさ”として与える方法で、それを提供

するのが“ＴＭＲセンター”です。

・コントラクター：農作業委託のこと。ほ場作業を外部に委託して、労働負担の軽減や無駄な

機械をもたないようにすることができます。
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10
月
10

24
日

上
川
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会

27
日

総
務
産
建
常
任
委
員
会

第
５
回
臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

30
日

富
良
野
沿
線
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

11
月
11

２２
日

総
務
産
建
常
任
委
員
会

21
日

議
会
広
報
特
別
委
員
会

22
日

議
会
運
営
委
員
会

27
日

全
員
協
議
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

12
月
1
日

全
員
協
議
会

5
日

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

6
日

総
務
産
建
常
任
委
員
会

7
日

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

12
日

第
4
回
定
例
会
（
１
日
目
）

13
日

第
4
回
定
例
会
（
２
日
目
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

19
日

議
会
運
営
委
員
会

1
月
16
日

議
会
広
報
特
別
委
員
会

総
務
産
建
常
任
委
員
会

22
日

議
会
運
営
委
員
会

先
進
市
町
村
行
政
調
査
（
～
23
日
）

25
日

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

26
日

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
の
窓

◆

上

川

管

内

町

村

議

会

議

員

研

修

会

に

参

加

し

ま

し

た

。

10
月
10

24
日
に
鷹
栖
町

で
上
川
管
内
町
村
議
会

議
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
議
員
12
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

政
治
評
論
家
の
有
馬

晴
海
氏
に
よ
る
「
ど
う
な

る
？
今
後
の
日
本
政
治
」、

北
海
道
教
育
庁
上
川
教

育
局
長
の
中
島
康
則
氏

に
よ
る
「
教
育
の
今
日
的

課
題
に
つ
い
て
」
の
講
演

を
聴
講
し
ま
し
た
。

―

お
問
い
合
わ
せ

―

上
富
良
野
町
議
会
事
務
局

電
話

盈
6
9
9
2

かみふらの議会だより第97号

◆

富

良

野

沿

線

市

町

村

議

会

議

員

研

修

会

に

参

加

し

ま

し

た

。

10
月
10

30
日
に
富
良
野

市
で
富
良
野
沿
線
市
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
議
員
13
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

北
海
道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
院
准
教
授
の

岸
邦
宏
氏
に
よ
る
「
鉄
道

の
あ
り
方
を
地
域
で
論

議
す
る
た
め
の
論
点
」
の

講
演
を
聴
講
し
ま
し
た
。

挨拶をする西村議長研修会の様子

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

町
議
会
で
は
年
４
回
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・

１２
月
に
定
例
会
を
開
催
し
、
必
要
に
応
じ
て
臨

時
会
を
開
会
し
て
い
ま
す
。

議
会
の
傍
聴
は
、
最
も
身
近
な
議
会
活
動
に

触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
方
法
で
す
。
議
会
で
は

住
民
生
活
に
も
関
わ
る
様
々
な
案
件
を
真
剣
に

審
議
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
例
会
で
は
議
案
の
ほ
か
に
も
議
員

が
行
政
（
町
長
や
教
育
長
）
へ
質
問
を
す
る
「
一

般
質
問
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

次
の
定
例
会
開
会
予
定
は
…

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
確
認
の
う
え
、
役
場
３
階
の
議
場
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

333
月
6
日
（
火

月
6
日
（
火
））
報
告
案
件
、
補
正
予
算
な
ど

77
日
（
水

日
（
水
））
新
年
度
予
算
な
ど

1133
日
（
火

日
（
火
））
一
般
質
問

1414
日
（
水

日
（
水
））
一
般
質
問

2222
日
（
木

日
（
木
））
条
例
改
正
な
ど
で
す
！

僑
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員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印

議

会

だ

よ

り

No.

97

発
行
／
上
富
良
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

新規就農に向けて東中地

区で研修中の西尾淳さん、

菜緒さんを訪ねました。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯
印 印

農
家
を
目
指
し
、
上
富
良
野
へ
来
た
き
っ
か
け

西
尾
さ
ん
夫
妻
が
農
業

に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
結

婚
・
出
産
の
過
程
で
食
へ
の

関
心
が
高
ま
り
、
ど
の
よ
う

な
子
育
て
を
す
る
か
考
え

た
時
、
有
機
栽
培
の
店
で
今

の
研
修
先
の
農
家
で
あ
る

武
藤
さ
ん
を
知
り
、
東
中
の

武
藤
農
場
を
訪
ね
ま
し
た
。

年
に
数
回
訪
れ
、
暮
ら
し

の
豊
か
さ
に
憧
れ
を
持
ち
、

当
時
市
役
所
に
勤
め
な
が

ら
市
民
農
園
で
野
菜
を
作

り
、
多
く
の
農
家
や
町
村
を

訪
ね
ま
し
た
が
、
就
農
へ
の

道
は
簡
単
で
は
な
い
と
い

う
失
敗
例
も
多
く
聴
き
、
学

ん
だ
と
い
い
ま
す
。

娘
さ
ん
の
小
学
校
入
学

を
目
標
に
し
、
十
勝
岳
山
系

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー：
髙
松
）

ぴか
み～つけた !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

っと輝くまちのひと
四

四

の
見
え
る
、
眺
め
の
良
い
と

こ
ろ
に
し
よ
う
と
話
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

武
藤
さ
ん
か
ら
隣
の
農

家
が
引
っ
越
し
す
る
と
知

ら
さ
れ
、
す
ぐ
に
二
人
の
意

見
は
ま
と
ま
り
、
５
年
間
か

け
て
育
ん
で
き
た
子
ど
も

の
成
長
と
就
農
研
修
が
、
新

天
地
・
上
富
良
野
東
中
の
武

藤
農
場
で
始
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
年
間
で
台
風

と
大
風
に
見
舞
わ
れ
、
自
然

の
厳
し
さ
と
農
業
の
持
つ

弱
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
地
域
活
動
へ

の
積
極
的
な
参
加
に
は
、
頭

が
下
が
り
ま
す
。

上
富
良
野
に
住
ん
で
、
子

育
て
環
境
に
は
満
足
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。
待
機

児
童
な
し
、
預
か
り
サ
ー
ビ

ス
、
子
育
て
講
座
の
充
実
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
移
住
・
定

住
に
役
立
つ
と
い
う
提
案

を
も
ら
い
ま
し
た
。

学
校
も
少
人
数
で
、
先
生

と
の
密
度
の
濃
い
ふ
れ
あ

い
、
学
年
を
超
え
た
子
ど
も

同
士
で
の
互
い
の
学
習
や

成
長
、
発
言
へ
の
積
極
性
、

生
き
る
力
を
育
て
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

将
来
は
、
ま
ず
農
業
経
営

を
確
立
し
、
こ
の
地
に
根
ず

く
事
が
一
番
。
地
域
で
の

仲
間
づ
く
り
に
参
加
し
、
農

業
が
魅
力
あ
る
仕
事
で
あ

る
こ
と
、
こ
の
東
中
が
魅
力

が
あ
り
、
住
み
や
す
い
こ
と

を
町
外
の
若
者
に
発
信
し
、

少
し
で
も
町
の
新
規
就
農

希
望
者
や
移
住
・
定
住
を
考

え
て
い
る
人
の
力
に
な
り

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

議
会
に
望
む
こ
と
は
、
気

軽
に
町
議
と
話
す
機
会
が

子
育
て
と
将
来
に
つ
い
て

かみふらの議会だより第97号

あ
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。
同
じ
子
育
て
世
代
の

母
親
た
ち
も
、
機
会
が
あ
れ

ば
意
見
交
換
し
た
い
こ
と

が
沢
山
あ
る
と
言
っ
て
ま

す
。
女
性
の
目
線
で
町
づ

く
り
を
考
え
る
こ
と
も
必

要
だ
と
思
う
ん
で
す
、
と
菜

緒
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し

た
。淳

さ
ん
は
、
若
手
の
議
員

が
増
え
て
欲
し
い
で
す
が
、

我
々
の
世
代
も
傍
聴
に
行

く
な
ど
、
議
会
に
も
っ
と
関

わ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

私
も
女
性
の
視
点
が
こ
れ

か
ら
大
事
だ
と
思
い
ま
す
、

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■
早
い
も
の
で
、
平
成
３０
年
が
あ
け
て
か
ら
１
か
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
冬
は
、
全
国
的
に
冬
将
軍
が
猛
威

を
振
る
い
、
各
地
で
も
例
年
に
な
く
大
雪
で
す
。
雪
の

降
ら
な
い
地
方
で
も
積
雪
を
記
録
し
ま
し
た
。
毎
日
の

雪
は
ね
に
、
そ
ろ
そ
ろ
嫌
気
が
さ
し
て
き
ま
す
ね
。

■
最
近
、
A
I
（
人
工
知
能
）
の
家
電
や
自
動
車
な
ど

が
目
に
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
科
学
の
進
歩
に

よ
っ
て
私
た
ち
の
生
活
が
、
次
々
と
便
利
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
一
昔
前
に
Ｓ
Ｆ
映
画
で
見
た
よ
う
な
世
界
が

現
実
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ど
う
か
、
そ
の
技
術
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
、

平
和
や
安
全
の
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

■
い
よ
い
よ
受
験
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
受
験
生
の
皆
さ
ん
、

今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
て
、
努
力
し
た
結
果
を
惜
し
み

な
く
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験
会
場
で
も
、
い
つ
も

勉
強
し
て
い
た
机
を
思
い
出
し
、
自
信
を
持
ち
、
落
ち

着
い
て
、
平
常
心
で
試
験
に
挑
ん
で
く
だ
さ
い
。

さ
あ
、
輝
か
し
い
春
は
す
ぐ
そ
こ
で
す
。

（
金
子

記
）

議会広報特別委員会

委

員

長

髙
松

克
年

副
委
員
長

金
子

益
三

委

員

中
澤

良
隆

竹
山

正
一

米
沢

義
英

中
瀬
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と
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ご
と
……………………………………………………………

兇

▲

西尾さん夫婦と子ども達

夫婦での農作業


